
じ

る

としても し＼

さ

きたピエス・ら

ろ

た

り、

いても

じ

もち

iふ

たと

そこ まとめることとし

ま

によ

卜

り

さ

イ

ームヘ一

リストとなることをめざした プ

ー ヽ

ピエス いたの

と

として されたこと った 。また の ら
q

掻」・錐形石器・石鏃が作られていることは報告されていた（藤森1960)。それらの研究をふまえて滝

沢浩氏は、曽根型石核を旧石器時代から縄文時代へのうつりかわりの手懸かりとして捉えただけでは

なく、詳細な観察をも行った。曽根型石核は「高さ数cmから 2cmほどの大きさをもっており，打面が

なく，側面からみると紡錘形を呈することが特徴である。一端に打撃を加えることにより，石核の上

下両端から細石刃様の剥片が剥ぎとられる」とした。また、曽根型石核とその剥片を図示し、「細か

く波立ち密集する独特な（中略）リングを持つ剥離而が上下両端から入っている」と述べている。そ

して「曽根遺跡では，爪形文士器にともなうと考えられている長脚鏃などと数100点の曽根型石核が

採集されている。石鏃にのこる第 1次剥離面の貝殻状裂痕ならびにリングの状態，石鏃と曽根型石核

の石質別によるパーセンテージによると，曽根型石核から得られた剥片を用いて作られている石鏃が
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サヌ

タが他の石器のものとともに一覧化された。山中一郎氏はフランスにおける石器研究をもとにピ

エス・エスキーユを「一般的には対縁（時に両対縁）に平形両面細部調整をもつ剥片をいう」と述べ

た（注4)。そして「素材として選択された剥片もしくは石塊（ブロック）に細部調整を施して、そ

の形を意味あるものに変えたもの」である「石器」ではないとした。細部調整をもつが、その形態

が定義できるように変えられていないため細部調整剥片と呼ばれることになるとしたのである（山中

1978a)。

一方、関東地方では田中英司氏は両極打法が石鏃素材の剥離や加工に使用されることに着目した

（田中1977• 1979)。石鏃などの素材生産・加工としての両極打法は、その後も着目されることになる。

1983年には、岡村道雄氏と阿部朝衛氏によって重要な論文が発表される。岡村氏は国内外の文献を

紹介し「両極打法による諸特徴をもった石器を， ピエス・エスキーユあるいは楔形石器と呼ぶ」と定
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部氏は後にベンケイガイなどの貝輪製作に「両極敲打技法」を見いだしている（阿部2007)。

石器製作実験については研究当初から行われていたが、両極打法に用いられる敲石を含めて報告例

が蓄積されるようになっており（小島1997、山口1997、松田1999、御堂島2003、吉田2004、上峰2006

など）、打製石斧の製作技術としても研究されている（久保田2004など、伊藤2007)。

そして、石器群の石材・技術全体のなかでの両極打法を位憤づけし考察を深める研究が増えていく。

宮城県中沢目貝塚、岡山県津島岡大遺跡、長野県鷹山遺跡群、札幌市K39遺跡など北海道の続縄文時

代の研究を代表させて記述する。いずれも両極剥離痕を持つ石器群が石鏃等の素材としても使用され

ている遺跡のものである。

会田容弘氏は宮城県中沢目貝塚の分析で、「ピエス・エスキェ」と「挟み打ち痕ある剥片」と「折
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フレキシプルなものであったと している
゜

2
 

tヽ

ピエス・ さ
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また

東北地方の「縄文時代晩期、続縄文時代、弥生時代にかなり広く認められる」と記述した。

一方、青森県教育委員会の報告書では、 1983年に刊行された上北郡野辺地町槻ノ木遺跡（縄文時代

中期；以下括弧内では縄文時代を略して細別時期を記載する）の報告では「ピエス・エスキーユ」と

して「『聖山』（阿部朝衛、 1979)のI類dに相当する」と記述した。それ以前では1974年のつがる市

木造の亀ヶ岡遺跡（晩期）の報告で図示された刃器のなかに相当するものがある。また、両極打法は

意識されていないようであるが、メノウ製等の小型の石錐の製作法を推定するなかで、石核が「ある

程度の幅を持っているため垂直に打撃を加え」角柱状の石錐素材を得ていることも推定している。

1982年の六ヶ所村発茶沢遺跡（中期末主体で早期～弥生時代）の報告でもピエス・エスキーユと考え

られるものが掻器や削器として計2点図示されたり、 1983年の八戸市鴨平 (2)遺跡（草創期）の報告
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1
1
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また よって
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させる きと

るような報苫も行われるようになってきた。以下、主な報苫例をあげる

1988年の六ヶ所村上尾駁 (2)遺跡（後期前葉）の報告では①CJ-120号土坑から 7点のくさび形石

器と両極剥片•石核が計86点出土したうえ接合資料が 8 例あり②周辺の鷹架沼で原石を採取できるこ

と③石錐や石箆に両極剥片•石核素材のものがあることなどが報告された。

1989年の東津軽郡今別町ニッ石遺跡の報告では、両極石核等が士坑内（後期前半）から多数出士し、

士坑底面から敲石が、周辺から両面に多くの凹みを有する台石が出士した。

1995年の野辺地町槻ノ木 (1)遺跡（中期）の報告では、両極技法による剥片が約1,500点出士し、

不定形石器の素材となっていることや、遺跡下の近沢川の川底の珪質頁岩の小転石を使用しているこ

とが記載された。同年には弥主時代中期から後期の、むつ市川内の板子塚遺跡の報告で、士坑塞・士

坑・遺構外から出土した玉髄（メノウ）を主体とした多数の剥片と線状の敲打痕のある敲石・台石が
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さ
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゜
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し＼゜
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そして、 に し＼ ）。ケ
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さ

ピエス・

と

キーユについて と

としての研窄が先行⑧東北抽方や関両抽方、巨野県での研産な研宥⑨1980年代半ばまでピ

エスキーユと石核との区分を課題としてきた⑩1980年代半ば以降、石器群全体の石材・技術のなかで

両極打法を位置づける研究が増えたことがあげられる。なお、⑩に関しては、 1980年代の中頃から石

器のライフヒストリーヘの視点を持つ分析（阿子島1984など）や、「技術的組織」の紹介（阿子島198

9)が行われており、 1990年代には「動作連鎖」についても紹介されるようになった（西秋1998)こ

となど海外の研究も影響していると考えられる。

青森県内における研究史をまとめると①1979年からの報告書記載②弥生時代の研究で先行③1986年

からの総合的な分析・記載、資料の蓄積④縄文時代中期末から後期前菓など特定の時期に多用され、

玉髄や透明感のある「玉髄質珪質頁岩」という特定の石材との結びつきが注目されてきたことがあげ

られる。
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（注 1)箪者は以前、青森市三内丸山遺跡の出士石器の報告を担当した経険を持つが、両極石核及び両極剥片

とピエス・エスキーユを次のように区分していた。両極石核は①剥離が一方向であることが多い②生産

された剥片が石器に利用されていると考えられる③玉髄・玉髄質珪質頁岩・黒曜石という石材であるこ

とが多く、珪質頁岩でも礫皮を残すなど小型原石を素材としていることがわかるという点をもとに認定

した。そして両極石核と両極剥片の区分はバルブがポジかネガかの区分を基本とし、それらが不明確な

ものについては厚さを加味して区分した。ピエス・エスキーユは①剥離が二方向になることが多く②生

産された剥片は石器に利用されていないと考えられ③珪質頁岩が多用される遺跡だけに、より割れやす

い黒曜石は例外的なものを除き使用されない④刃部とみなしうる辺を持ち、エ具としての役割が想定し

うるものとして両極石核及び両極剥片と区分した。

（注2) この文献により日本語の名称である「楔形石器Jの呼称も一般化していったものと思われる。
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きないと認識していると息われる。

については、道具と石核という二つの可能性が考えられる」（竹岡2003)とする記述もある。

（注 9)岩手県ではピエス・エスキーユについて、相原康二氏は弥生時代の石器研究で、執筆時の知見から谷

起島式・山王rn層式・ニ枚橋式などの時期に「限定して存在すると考えられる。地域的偏在性を示す可

能性がある」とした（相原1989)。岩手県北への偏在性は、縄文時代前期初頭の洋野町ゴッソー遺跡例

ゃ、二戸市馬立 I遺跡で縄文時代後期前葉の住居跡内からチャート製のものが多数出土していること、

同時期の久慈市平沢 l遺跡例などからも確かである。また、縄文時代に「岩手県北部では後期以降奥羽

山脈産の頁岩が少なくなり，代わって在地産のチャートの小円礫を素材とする石器が増加する」という

指摘（熊谷2002)があり、八戸地域と共通しているといえる。
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